
　
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
昨
年
の
国
内
の

死
亡
数
は
１
３
８
万
４
５
４
４
人

（
速
報
値
）
で
、
前
年
よ
り
９
０

０
０
人
以
上
減
り
ま
し
た
。
死
亡

数
は
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
年
２
万

人
程
度
増
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、

平
年
よ
り
３
万
人
近
く
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
２
月
末
時
点
で
、
米
国
約

万

人
、
ロ
シ
ア
約

万
人
な
ど
、
死

亡
数
が
平
年
を
上
回
る
「
超
過
死

亡
」
が
生
じ
た
欧
米
と
は
対
照
的

な
結
果
で
す
。

　

年
ぶ
り
に
死
亡
数
が
減
っ
た

の
は
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
な

ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
、
コ
ロ
ナ
以
外
の
肺
炎
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
数
が
大

き
く
減
少
し
た
た
め
だ
と
思
い
ま

す
。

　
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の

他
、
不
慮
の
事
故
も
減
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
数
は
昨

年
約
３
５
０
０
人
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
対
策
や
在
宅
勤
務
な
ど
に
よ

る
死
亡
数
の
減
少
幅
の
方
が
大
き

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
他
の
感
染
症
を
激
減
さ
せ
た
一

連
の
対
策
も
、
コ
ロ
ナ
に
は
十
分

で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
し
ぶ
と
さ
が
証

明
さ
れ
た
形
で
す
。

　
一
方
、
昨
年
の
自
殺
者
数
（
確

定
値
）
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の

年
以
来
、

年
ぶ
り
に
増

加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
経

済
的
な
苦
境
や
孤
立
に
苦
し
む
人

が
増
え
て
い
る
た
め
か
、
若
い
世

代
の
自
殺
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
対
照
的
に
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
っ

た
人
の
９
割
が

代
以
上
で
、
死

亡
年
齢
の
平
均
は
、
男
女
と
も
日

本
人
の
平
均
寿
命
に
ほ
ぼ
重
な
り

ま
す
。

　
気
に
な
る
の
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
昨
年

月

ま
で
の
デ
ー
タ
で
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
数
が
増
え
て
い
る
点
で
す
。

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年
の
が
ん
死
亡

数
予
測
は
約

万
９
千
４
０
０
人

で
、
２
０
１
９
年
の
約

万
３
０

０
人
と
比
較
す
る
と
、
約
９
０
０

人
の
減
少
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
増
え
て
い

る
大
き
な
理
由
が
、
コ
ロ
ナ
を
恐

れ
る
あ
ま
り
の
検
診
や
治
療
の

「
自
粛
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
実
際
、
東
京
大
学
病
院
で
も
胃

が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
手
術
件
数

が
、
昨
年
は
大
き
く
落
ち
込
み
ま

し
た
。放
射
線
治
療
の
現
場
で
も
、

進
行
し
た
状
態
で
受
診
す
る
患
者

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
検
診
や
受
診
の
自
粛
は
、
進
行

が
ん
を
増
し
ま
す
。
長
期
的
に
は

死
亡
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
大
き

な
問
題
で
す
。

（
東
京
大
学
特
任
教
授
）

検
診
の「
自
粛
」、進
行
が
ん
増
や
す
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